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1 初めに

　 n個のデータがそれぞれ真の平均が異なる p次元の正規分布に従っているとする. このとき, 平均

の平均二乗誤差損失の下で同時推定を考える. このとき, それぞれのデータ自身は最尤推定量である

が, 他のデータを用いて縮小推定することによって推定精度を改善する事ができる. 縮小推定の問題

はこれまでに多くの研究がなされ, 特にこの問題は Efron and Morrisによって考えられている. 本発

表では n, pがともに大きくなるような高次元データの場合について考える.

2 研究内容

X = (X1, . . . , Xn),Θ = (θ1, . . . , θn), Xi|θi ∼ Np(0, A)とする. このとき, 平均二乗誤差損失の下でΘ

を推定する. [1][2]」に倣い, θi ∼ Np(0, A)と仮定し, Θ̂ = (I − a(XX ′ + αI)− bI)X という形の推定

量を考える事で, リスクの最小化は,

RSL(A, Θ̂) =
E[tr [(a(XX ′ + αI)− bI − (A+ I)−1)XX ′(a(XX ′ + αI)− bI − (A+ I)−1)]]

ntr [(A+ I)−1]

を最小化する事と等しくなる. この分子の被積分関数を最小化する a, bに漸近的に収束するような â, b̂

を [3]等のランダム行列理論によって求め, 推定量を導出した. 導かれた推定量の漸近的性質や数値実

験の結果を報告する.
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